
大分の清松総合鉄工、再エネ比率5割に 本社や工場
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鉄骨製造の清松総合鉄工（大分県宇佐市）は同市内にある本社社屋と1次加エライン

エ場で使う電力を2月以降、バイオマス発電のエフオンが供給する「100％再生可能エ

ネルギー」に切り替える。清松総合鉄工の電力使用量全体の約5割に相当する。清松

芳夫社長は「環境配慮型の経営に取り組み、社会からより信頼される企業にしたい」

と話している。
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社屋と1次加エラインエ場で使う電力を100 ％再エネ電力 に（大分県宇佐市の清松総合鉄工）

電力供給の実態などを見極めたうえで、残りの工場でも「100％再エネ」を利用する

ことを検討する。同社は1967年設立で、2020年6月期の売上高は約37億円。大手を中

心に事業活動で消費する電力をすべて再エネで調達することを目指す企業が増えてい

るが、今後こうした動きが九州の中小でも広がる可能性がある。

清松総合鉄工の清松芳夫社長

97年設立のエフオンは06年からバイオマス発電を手掛けており、グループの発電所

が大分県や福島県、栃木県にある。燃料に100％国産の木質チップを使って発電する

のが特徴で、「100％再エネ」などとして供給している。電力小売事業は09年に一度

撤退したが、20年8月に再参入した。 20年6月期の連結売上高は122億円。
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